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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ぐ
う
た
ら
り
ー
ま
ん
短
篇
集

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
４
６
１
Ｊ

【
作
者
名
】

　
初
心
者
Ａ

【
あ
ら
す
じ
】

　
地
味
に
み
え
て
個
性
的
で
ほ
ん
わ
か
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
達
の
対
話
式
ス
ト
ー
リ

ー
で
す
。

関
西
弁
キ
ャ
ラ
、
ツ
リ
目
、
メ
ガ
ネ
っ
こ
、
快
闊
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
娘
、
各
種

取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。
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読
ん
だ
ら
力
が
ふ
ん
わ
り
ぬ
け
て
い
き
そ
う
な
脱
力
系
文
集
と
か
書
き
た
い
な
。

イ
ラ
イ
ラ
す
る
人
、
せ
っ
か
ち
な
人
は
耐
え
ら
れ
な
い
か
も
。

―
登
場
人
物
と
か
―

・
春
日
（
♂
）

そ
の
へ
ん
に
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。

頬
が
ピ
ン
ク
色
。

・
鬼
怒
川
（
♂
）

そ
の
へ
ん
に
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
２
。

ツ
リ
目
。

・
菊
池
（
♂
）

そ
の
へ
ん
に
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
３
。

メ
ガ
ネ
っ
こ
歴
一
年
。

・
鬼
ヶ
島
（
♀
）

そ
の
へ
ん
に
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
４
。

ツ
リ
目
２
。

・
松
山
（
♀
）

そ
の
へ
ん
に
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
５
。

快
闊
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
娘
。
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お
題
『
面
接
』

～
春
日
の
場
合
～

四
方
が
白
い
四
角
の
壁
で
覆
わ
れ
た
狭
い
個
室
。

そ
の
中
に
事
務
的
な
テ
ー
ブ
ル
一
つ
と
イ
ス
が
三
つ
。

座
っ
て
い
る
の
は
こ
の
面
接
の
試
験
官
二
人
と
受
験
者
。

白
色
灯
に
よ
り
部
屋
は
何
も
か
も
が
白
く
照
ら
さ
れ
て
い
た
。

三
人
の
う
ち
、
一
人
が
白
い
顔
の
筋
肉
を
弛
緩
さ
せ
て
尋
ね
た
。

試
験
官
２
は
ご
く
り
と
唾
を
飲
む
、
ま
さ
に
緊
張
と
い
う
二
文
字
で
装
飾
さ
れ

る
べ
き
瞬
間
…
の
ハ
ズ
だ
。

試
験
官
１
「
あ
な
た
の
自
己
紹
介
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
」

面
接
者
は
や
や
緊
張
し
た
面
持
ち
で
顔
の
緊
張
を
弛
緩
さ
せ
ず
に
口
を
パ
ク
パ

ク
動
か
し
た
。

春
日
「
は
、
は
い
」

春
日
「
名
前
は
か
す
が
と
…
あ
っ
！
」

試
験
官
１
、
２
「
ど
う
か
し
ま
し
た
か
！
？
」

春
日
「
エ
ア
コ
ン
止
め
ん
の
忘
れ
と
っ
た
！
」

試
験
官
の
二
人
は
同
じ
こ
と
を
考
え
る
に
至
っ
た
。
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「
今
気
に
す
る
こ
と
か
、
そ
れ
」

春
日
（
は
っ
！

や
っ
て
も
う
た
、
何
い
ら
ん
こ
と
を
ゆ
ー
て
ん
ね
ん
。

ど
な
い
し
ょ
、

空
気
が
…
あ
あ
…
部
屋
の
空
気
が
…

あ
、
そ
や
！
）

試
験
官
１
、
２
「
…
。
」

沈
黙
仏
頂
面
の
試
験
官
達
。

そ
し
て
再
び
春
日
の
タ
ー
ン
。

春
日
「
い
や
あ
…

あ
、
空
気
が
止
ま
り
ま
し
た
ね
ー
。
」

まさか！春
日
「
エ
ア
コ
ン
だ
け
に
！
」

試
験
官
'

ｓ
「
！
？
」



5

試
験
官
の
顔
は
も
は
や
眉
間
に
グ
レ
ー
ト
キ
ャ
ニ
オ
ー
ン
。

目
は
デ
ィ
ッ
シ
ュ
。

春
日
は
考
え
た
。
こ
の
寒
い
状
況
を
覆
す
事
を
。

（
あ
ち
ゃ
ー
、
し
っ
ぱ
い
や
ー
。

ぜ
ん
ぜ
ん
フ
ォ
ロ
ー
に
な
っ
て
へ
ん
ど
こ
ろ
か
寒
い
…
。

俺
の
ば
か
た
れ
！

ま
ぬ
け
！

さ
み
し
が
り
！
）

試
験
官
'

ｓ
「
…
」

春
日
「
…
！
」

何
か
を
お
も
い
つ
い
た
よ
う
な
顔
、
試
験
官
'

ｓ
は
顔
を
柔
ら
か
く
す
る
。

試
験
官
'

ｓ
「
寒
い
ギ
ャ
グ
は
お
わ
り
ま
し
た
か
？
」

春
日
「
ん
ぇ
？

寒
い
で
す
っ
て
？
」
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試
験
官
'

ｓ
「
！
？
」

試
験
官
'

ｓ
「
…
ま
、
ま
さ
か
…
！
！
」

春
日
「
寒
い
で
す
か
、
エ
ア
コ
ン
だ
け
に
！
」

試
験
官
２
「
こ
こ
は
Ｎ
Ｓ
Ｃ
じ
ゃ
ね
ー
！
」

二
段
オ
チ
失
敗
。

～
鬼
怒
川
の
場
合
～

四
方
が
白
い
四
角
の
壁
で
覆
わ
れ
た
狭
い
個
室
。

そ
の
中
に
事
務
的
な
テ
ー
ブ
ル
一
つ
と
が
イ
ス
三
つ
。

座
っ
て
い
る
の
は
や
や
疲
れ
気
味
の
試
験
官
二
人
と
受
験
者
。

白
色
灯
に
よ
り
部
屋
は
何
も
か
も
が
白
く
照
ら
さ
れ
て
い
た
。

三
人
の
う
ち
、
一
人
が
白
い
顔
の
筋
肉
を
弛
緩
さ
せ
て
尋
ね
た
。

室
内
に
緊
張
感
が
漂
う
。

試
験
官
１
「
…
自
己
紹
介
な
さ
い
。
」

鬼
怒
川
「
は
い
！

き
ぬ
が
わ
と
申
し
ま
す
！

野
球
部
出
身
で
す
！
」
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試
験
官
２
（
や
っ
と
ま
と
も
な
ヤ
ツ
が
入
っ
て
き
た
か
…
）

試
験
官
１
「
大
学
時
代
に
う
ち
こ
ん
だ
事
は
？
」

鬼
怒
川
「
ノ
ッ
ク
！
」

試
験
官
１
「
野
球
だ
け
に
っ
て
か
！
」

鬼
怒
川
「
な
ん
で
や
ね
ん
！
」

ま
さ
か
の
コ
ン
ボ
。

～
菊
池
の
場
合
～

四
方
が
白
い
四
角
の
壁
で
覆
わ
れ
た
狭
い
個
室
。

そ
の
中
に
事
務
的
な
テ
ー
ブ
ル
一
つ
と
が
イ
ス
三
つ
。

座
っ
て
い
る
の
は
机
に
突
っ
伏
し
て
い
る
試
験
官
二
人
と
受
験
者
。

白
色
灯
に
よ
り
部
屋
は
何
も
か
も
が
白
く
照
ら
さ
れ
て
い
た
。

三
人
の
う
ち
、
一
人
が
白
い
顔
の
筋
肉
を
弛
緩
さ
せ
て
尋
ね
た
。

室
内
に
緊
張
感
が
漂
う
。
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試
験
官
１
「
自
己
紹
介
を
。
」

菊
池
「
は
い
。

菊
の
花
の
き
く
、
に
、
池
の
ち
、
で
、
菊
池
と
申
し
ま
す
。

大
学
時
代
に
う
ち
こ
ん
だ
も
の
は
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
定
理
の
研
究
で
す
。
」

真
面
目
そ
う
な
外
見
通
り
の
優
等
生
的
な
回
答
に
、
試
験
官
も
期
待
を
し
て
い

る
よ
う
だ
。

試
験
官
１
「
ほ
う
」

試
験
官
２
「
で
は
、
こ
の
会
社
を
志
望
し
た
理
由
は
？
」

頷
き
な
が
ら
朴
訥
と
、
丁
寧
に
話
す
。

菊
池
「
こ
の
不
況
が
冷
え
込
む
な
か
を
…
」

試
験
官
１
「
エ
ア
コ
ン
だ
け
に
か
！
」

菊
池
「
え
っ
」

試
験
官
２
「
え
っ
」

試
験
官
１
「
え
っ
」

春
日
の
せ
い
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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